
ディスカス 各部位の名称

＜閉じた状態＞ ＜開いた状態：表＞

カウンター
（残りの吸入回数）

カバー カバー

吸入口

レバー

トレーナー＜笛＞

ディスカストレーナー
ディスカス使用の最低吸気
流速である30L/min以上の
吸気速度で音が鳴るように

設計されている。

グリップ

＜開いた状態：裏＞



ディスカスの吸入チェックリスト
（商品名：アドエア、フルタイド）

①
薬
の
準
備

□カウンターで残量を確認する
□カウンターを上にして水平にカバーを開ける
□レバーを「カチッ」と音がするところまでグ

リップをしっかり押す。

器
具
の
操
作

②
息
吐
き

□息を十分に吐き出す
（吸入口に息を吹きかけていない）

吸
入
手
技

③
吸
入

□吸入口をくわえ、「強く」「深く」息を吸い
込む。（通気口を塞いでいない）

ディスカストレーナーにて吸気流速をチェック
する。鳴らない場合の評価は原則×とする

吸
入
手
技

吸
入
速
度

④
息
止
め

□吸入口から口を離して５～１０秒息を止める。
（５秒が難しい場合は苦しくない程度）

息
止
め

⑤
息
吐
き

□息をゆっくり吐き出す
（吸入口に息を吹きかけていない）

吸
入
手
技

⑥
後
片
付
け

□使用後は吸入口を拭いてからカバーを閉める
（レバーは一緒に戻る）

器
具
の
操
作

⑦
う
が
い

□吸入後は必ずうがい（ガラガラ・ブクブク）
を各３回する

う
が
い

・カウンターが「0」
になってもレバーは押
せるが薬剤は残ってい
ない。

・息吐きが十分に出
来ないとDPIに必要な
「強く」吸うことが
難しくなる。

・十分に１回で吸入
できていない場合は
レバーを動かさずそ
のままで②～⑤を行
う。

・気管支への薬剤の沈
着率向上のため息止め
をする。

・吸入ステロイドは
口腔内カンジダや嗄
声などの副作用を防
止するため吸入後す
ぐにうがいが必要。
・吸入ステロイドを
含む複数のデバイス
がある場合は混乱を
避けるため原則うが
いを行うように説明
する。

※□操作はカウンターを上にして水平に行って下さい

※複数回吸入する場合


